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　今年も桃の節句を前に、２月 12 日㊌から３月３日㊋
まで、首相官邸のエントランスホールにひな人形十五人
揃が飾られた。2003（平成 15）年から毎年展示され、今
年で 18 回目となる。
　また、日本経済新聞のWeb版〈日経電子版〉サイトの
「写真で見る永田町」２月 27 日付でも紹介された。
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EVENT NEWS🎎

　（一社）日本人形玩具学会では毎年、日
本各地のひな人形展を見学している。今回
は東京国立博物館（東京）、遠山記念館（埼
玉）、致道館博物館（山形）などを巡った。

致道館博物館
「和み」
山形県鶴岡市家中新町 10－ 18

東京国立博物館
「おひなさまと
日本の人形」
東京都台東区
上野公園13ー９
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催
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。
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　３月３日㊋、東京都中央区の「海老屋美術店」
の一角に、十軒店跡を示す石碑が建てられた。室
町テラスの再開発に伴い、従来中央通りに面して
建てられていた「十軒店跡」のプレートが撤去さ
れてしまったことがきっかけ。海老屋の主人であ
る三宅正洋氏と日本人形文化研究所の林直輝所長
のアイデアで建立が決まり、十軒店の十（10）に
ちなんでほかの８名の有志を募った。建立発起人
は、林氏と三宅氏。協賛は、赤池正明氏、圓佛須美
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よ
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。
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　江戸では、十軒店をはじめとし、尾張町、茅町、
麹町、駒込、池之端などで雛市が開かれた。特
に日本橋十軒店のにぎわいは格別であった。店
は、現在の日本橋室町三丁目あたりの中央通り
の両側にあった。
　絵に描かれている店は、三蓋松が幕に描かれ
ていることから現在の吉德の支店であるとされ
る。雲のなかには「内裏雛人形天皇の御宇かと
よ」との芭蕉の句が。

十 軒店（じっけんだな）の石碑

当
日
集
っ
た
有
志
の
方
々
。
左
か
ら
圓
佛
さ
ん
、

川
内
さ
ん
、小
林
さ
ん
、三
宅
氏
、山
田
氏
、林
氏
、

大
山
氏

子さん、大山快彦氏、
岡村美佐子さん、川
内由美子さん、小林
すみ江さん、三田覚
之氏、山田德兵衞氏。
　石碑は、静岡の石
工の名人が製作した、
見事な仕上がりにな
っている。
　人通りの多い室町
三丁目南交差点に面
した好立地。再開発
による景観の変化を
ものともせず、永く
日本人形の歴史を静
かに語りつづける重
要なシンボルとな
ることは明白である。
建立に関わった 10
人の有志の皆さまに
は、感謝の念がたえ
ない。


